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1．　フルスクリーン型TSS端末のためのHELP機能について

　　6月23日（火）より，フルスクリーン型端末＊を指向したH丑LP機能を追加しました．

　この機能は，HELPコマンドで表示される各種コマンド情報を画面に表示しながらコマンド

　入力を可能にしたもので，FHEI、P（FullscreenHELP）コマンドによって動作します．

コマンド オ ぺ ラ ン ド

FHELP ［コマンド名］

　以下に，使用例を紹介します．

　　　READY

　　　FHELP
を入力すると，図1の画面が表示されます．

　ここで，カーソルを目的のコマンド名のところに合わせ，PF1を押すと，そのコマンドの

詳細なHELP画面が表示されます．なお，“＊”のついたコマンドはさらにサブコマンドの

メニューが表示されます．カーソルの位置付けは，カーソルを直接移動するほかに，画面の2

行目にコマンド名の頭から何文字かを入力し，PF5を押すことによっても可能です．

　カーソルを“EDIT”に合わせ，PF1を押すと，画面は図2のように変わります．

＊　24行80桁のディスプレイ装置でFSOを使用できるもの
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図1．TSSコマンドメニュー画面
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図2．コマンドのHELP画面

　　ここで，画面の2行目のカーソル位置（？が表示されている位置）から，HELP情報に従

ってオペランドを入力します．入力したコマンドは実行され，実行結果を表わす記号（＊2正

常終了，一2異常終了）と共に再び画面に表示されます．

　　なお，2行目での入力コマンドは，表示されているコマンドに限りません．また，FHELP
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コマンドのどの画面ででも入力できます．ただし，下記のコマンドは実行できません．

　①LOGON　②LOGOFF　③TEST　④LIBRARY
　⑤PROFILE⑥FHELP　⑦FLIST　⑧MLIST
　⑨LOG　　⑩PERMITおよびLISTDSD等のRACFコマンド［1］
　また，コマンド実行中に割込みをかけると，FHELPコマンド自身も終了しますので注意

して下さい．
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2．夏季休業中のプログラム相談について

　夏季休業中は，下記のように相談を行います．相談曜日以外は，閉室しますので，御了承く

ださい．

記

・ 期間　7月1］日（月）～9月］0日（土）
・ 曜日　月，水，金
・ 時間　13200～17300

　なお，7月21日から7月31日まで計算サービスを停止しますので，その間のプログラム

相談は，行いません．　　　　　　　　　　　　　　　　（共同利用掛　電（内）2505）
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